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生命保険協会様より寄付を頂きました

町民から寄せられたリングプルの仕分け作業を　
　　　　　　ボランティアが行っている様子です

福祉センター入居機関で　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　エレベーター閉じ込め訓練を行いました

中標津町通所介護予防事業「おたっしゃ運動教室」　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の様子です

中標津しらかば学園様より寄付を頂きました

公開講座「携帯電話の危険性、子供を取り巻く環境、
保護者ができるポイント」について、

　　　　　中標津町更生保護女性会の主催で行われました
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　地域福祉実践計画とは、社会福祉協議会の役割で

ある「地域福祉の推進」に取り組むにあたり、財源

確保、福祉施策の動向、福祉のまちづくりの現状を

踏まえながらどのように具体的事業を進めていくの

か各市町村社協が考え、策定するものとなっていま

す。中標津町社会福祉協議会では、第5期地域福祉

実践計画（平成28年度～平成32年度）に基づき、中

標津町で暮らす人々が互いに思いやりの心を持ち人

と人とがつながる地域づくりを目指し事業を推進し

て参ります。
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・住民アンケートの実施
・中標津町社会福祉協議会会長顕彰の実施
・広報活動の充実
　社協だより、ホームページ、ブログ、フェイス
　ブック、ＦＭはな等の広報媒体を活用した情報
　の提供
・ふれあいまつりの開催（中標津町社会福祉大会）

・相談機関ネットワーク連絡会議の開催
・心配ごと相談窓口の充実
・苦情受付担当者、第三者委員の設置
・業務マニュアルの作成

・各種貸付制度の実施と生活、償還指導の実施

・民生委員・児童委員及び各種相談機関との連携

・町内会福祉活動支援事業の推進
・ふれあいいきいきサロン活動の推進
・社会福祉活動助成事業の実施
・ボランティア活動指定校への助成

・社協・全町連・民協三者意見情報交換会（地域
　ネットワーク活動研究集会）の開催
・地域福祉講演会の開催
・出前講座の実施

・家族のための在宅介護講座の開催

・介護生活をサポート
・福祉用具およびに備品等貸出の継続

・貸付制度のＰＲ

・中標津町社協ボランティア交流会の開催

・ボランティア団体・市民活動団体への相談支援
・総合的な学習への協力
・児童・生徒向けボランティア体験講座の開催　
　（ちょっと体験ボランティア開催）

・ボランティアセンター運営委員会の開催
・出前講座の実施

【調査広報事業】

【心配ごと相談事業】

【生活福祉資金貸付事業】

【助成事業】

【地域福祉事業】

【在宅福祉事業】

【福祉資金貸付事業】

【ボランティア事業】

中標津町社会福祉協議会中標津町社会福祉協議会 平成30年度の取り組み平成30年度の取り組み

第５期地域福祉実践計画（平成28年度～32年度）

基本目標「思いやりの心がつなぐ地域づくり」
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・法人後見の受任
・相談支援体制の充実
・普及啓発事業の推進
・成年後見事業運営委員会の開催
・行政および関係機関との連携強化

・各種制度における訪問入浴
　サービスの提供実施
・週５日サービス提供の実施
・訪問入浴職員の質の向上の
　ための研修
・自己評価の実施
・適正な運営の推進

・地域支援事業による通所介
　護予防事業の受託実施
・従事務職員の質の向上のた
　めの研修
・全体ミーティングの開催
・主治医、地域包括支援セン
　ター等関係機関との連携

・指定管理者として経費節減等の経営管理
・施設の計画的な保守管理
・施設入所機関を含めた自
　衛消防隊の編成
・施設管理者に関する知識
　や資格の習得促進

・日常生活自立支援事業の受託
・相談支援の実施
・普及啓発事業の実施

・災害ボランティアセンター設置、運営の検討
・災害に関する包括的な取組みの推進
・職員研修の計画的実施及び参加

・介護保険法における居宅介護支援事業
・介護予防居宅介護支援事業の受託
・取り扱い件数の適正化
・介護支援専門員の質の向上のための研修
・自己評価の実施
・適正な運営の推進

・障がい者総合支援法における居宅介護等サービ
　スの提供実施
・ホームヘルパーの質の向上のための研修

・自己評価の実施
・適正な運営の推進

【成年後見事業・成年後見支援センター】

【訪問入浴事業】

・第５期地域福祉実施計画評価委員会の開催

【地域福祉実践計画策定事業】

【通所予防受託事業】

【福祉センター受託事業】

【福祉サービス利用援助事業】
　　　　　（日常生活自立支援事業）

【災害時地域支援事業】

【介護支援事業】

【居宅介護等事業】

平成30年度
中標津町社会福祉協議会 収支予算

支出
138,632
千円

収入
138,632
千円

経常経費補助金
42,623千円

会費 1,790千円
寄附金 2,235千円

配分金
2,589千円

受託金
60,512千円

事業収入
2,516千円
事業収入
2,516千円

介護保険事業
8,467千円
介護保険事業
8,467千円

障害福祉サービス等事業
1,084千円

その他
16,816千円

人件費支出
75,058千円

事業費支出
40,791千円

事務費支出
9,981千円
事務費支出
9,981千円

その他支出
12,802千円
その他支出
12,802千円
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平
成
30
年
１
月
27
日
（
土
）
中
標
津

経
済
セ
ン
タ
ー
な
か
ま
っ
ぷ
に
て
「
み

ん
な
の
力
で
地
域
を
支
え
合
う
」
を

テ
ー
マ
に
地
域
福
祉
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

基
調
講
演

「
人
が
繋
ぐ
地

域
の
助
け
合
い

～
平
成
28
年
清

水
町
の
大
雨
災

害
か
ら
見
え
た

こ
れ
か
ら
の
地

域
づ
く
り
～
」

と
題
し
、
清
水
町
社
会
福
祉
協
議
会　

総
務
係
長　

會
田　

豊
氏
を
迎
え
、
平

成
28
年
に
起
き
た
台
風
10
号
の
被
害
を

受
け
た
際
の
地
元
社
会
福
祉
協
議
会
に

お
け
る
取
組
、
運
営
や
支
援
活
動
又
、

こ
の
大
き
な
災
害
か
ら
見
え
た
、
行
政

の
役
割
、
地
域
住
民
の
活
動
、
そ
し
て
、

災
害
時
に
重
要
不
可
欠
だ
っ
た
こ
と
は

何
か
等
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
、
予
期

せ
ぬ
災
害
に
対
す

る
地
域
づ
く
り
の

重
要
性
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
づ
く

り
と
な
り
ま
し

た
。　

当
日
は
、

多
く
の
方
々
に
ご

参
加
頂
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

本
会
が
実
施
し

て
お
り
ま
す
町
内

会
福
祉
活
動
推
進

事
業
は
、
地
域
に

お
け
る
福
祉
活
動

や
地
域
連
帯
に
あ

ふ
れ
た
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
、
指
定
を
受
け
ら
れ
た
町
内
会
が

災
害
を
イ
メ
ー
ジ
し
助
け
合
い
チ
ー
ム

や
助
け
合
い
の
基
盤
作
り
、
緊
急
時
の

連
絡
網
作
り
、
町
内
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
マ
ッ
プ
調
査
、
除
排
雪
活
動
等

の
福
祉
活
動
の
展
開
に
関
す
る
協
力
を

助
成
金
の
交
付
に
よ
り
支
援
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、
４
月
１
日
か
ら
受

付
し
５
町
内
会
へ
助

成
い
た
し
ま
す
。
な

お
希
望
多
数
の
場
合

は
、
先
着
順
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

事
業
内
容
や
申
請
書

等
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
本
会
ま
で
連
絡

を
お
願
い
致
し
ま

す
。

町
内
会
福
祉
活
動

　
　
　
推
進
事
業
実
施

助
成
金
の
お
知
ら
せ

平
成
29
年
度

地
域
福
祉
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た

成年後見支援センター

□相談
・判断能力に不安がある方の生活や財産管理に関する不安につい
て相談に応じます。

・成年後見制度の利用が必要であるかを検討し今後の方向性につ
いて共に考えます。

・相談内容によって関係機関と連携し安心して生活できるよう支
援します。

□普及啓発
・成年後見制度の理解を深めるための情報発信を行います。
・成年後見支援センターの役割を知っていただくためのパンフ
レットを作成します。

□手続き支援
・成年後見制度の利用が必要な方に利用がしやすくなるよう支援
します。

・法律に関する関係機関と連携を図りながら解決を図ります。

□市民後見人の養成
・判断能力が低下した方の生活を身近な立場で支援する市民後見
人を養成します。

・市民後見人は、成年後見制度利用者に対して身近な立場で支援
する担い手です。

中標津町成年後見支援センターはこんな役割を担います。
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気軽に出来る収集ボランティア！
　中標津町社会福祉協議会では、リングプル・使用済み切手・書き損じハガキ・使用済みプリペイ

ドカード・ベルマークの収集を行っています。

　リングプル再生ネットワーク（プルネット）へ送
り、リングプルの㎏数に応じて車椅子などが中標津町
社会福祉協議会に送られてきます。中標津町社会福祉
協議会に送られてきた車椅子は、さまざまな場面で町
民の皆さんの役に立っています。
また今年度、皆様からお寄せ頂いた、リングプルの合
計は350キログラムです。

　ＮＰＯ法人札幌いちご会へ送り、ＮＰＯ法人札幌い
ちご会と社団福祉法人アンビシャスの活動財源とさ
れ、障がいを持つ方々の支援に使われています。

　日本キリスト教海外医療協力会（ＪＯＣＳ）へ送
り、アジアやアフリカへ医師などの派遣、現地で医療
を学ぶ人への奨学金として使われています。
書き損じハガキ
　新しい切手やハガキに交換し企業や公共団体・福祉
団体に買って頂き障がいを持つ方々が地域で暮らせる
支援活動費になり、障がいを持つ方々の強い支援に
なっています。

　中標津町内の学校へ送り、文房具や遊具に交換され
役立たれています。

中標津町社協ボランティアセンター
からのお知らせ

気軽に出来る収集ボランティア！ ～資源の再生活用にご協力ください～

リングプル

使用済みプリペイドカード

使用済み切手

ベルマーク

回収された物はどうなっているの??

中標津町社協ボランティアセンター
登録団体のご紹介

　町立中標津小学校の総合的な学習の時間に、点字サ

ークルともしびの方々が先生となり授業を行いまし

た。当日は、４年１組２組の生徒78名が小型点字器に

自分の名前などを打ちこめる様に基本を学び、生徒た

ちは全員点字体験を行いました。

点字サークル　「ともしび」が
　総合的な学習の時間へ協力をしました

中標津町福祉のつどいへ
中標津町社協が参加協力しました

２月18日（日）中標津町総合文化会館で第26回「中

標津町福祉のつどい」が開催され、車椅子と高齢者

疑似体験コーナーを担当しました。

当日体験した小学生からは、親が福祉の仕事をし

ているので体験コーナーに興味があります、二種類

体験後には、普段見えていた景色が変わり怖いと感

じたと感想が寄せられました。それぞれ違う環境で

暮らしている方の気持ちや思いを考えて頂く時間を

参加者と過ごしました。
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訪問入浴について
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訪問入浴について
～自宅でお風呂に入れなくなったら～

様々な効果と癒しをもたらしてくれるお風呂ですが、浴槽への出入り､頭や全身を洗うには体力を

使います。体力の低下や寝たきりになるなど自宅や通所サービスでの入浴が難しくなってもお風呂に

入れる方法として訪問入浴があります。

～訪問入浴サービスとは～

自宅の浴槽では入浴が困難な方に対し専門のスタッフが移動入浴車で、浴槽を自宅に持ち込み入浴

介助を行なうサービスです。

●看護師は、

　健康状態のチェック・入浴サービスを行います。

●介護職員は、

　洗髪などを中心に入浴サービスを行います。

●介助職員は、

　運転と機材の搬入出、入浴サービスを行います。

～入浴の目的と効果～

お客様のベッドの横でもご入浴いただけますので、落ち着いた

環境で負担なく、心地よくご利用いただけます。

お客様の身体を清潔に保ちながら、心身ともにリラックスするお手伝いをいたします。

また、介護に携わっておられるご家族様の精神的・肉体的疲労の軽減にもつながります。

～中標津町社協ケアサービスセンターが訪問入浴を行っています～

中標津町社協ケアサービスセンターでは浴槽と

ボイラーを積んだ入浴車を１台配備､看護職員１

名を含む３～４名のスタッフがご自宅を訪問し、

心地よく入浴していただけるようお手伝いしてい

ます。

月～金曜日（祝日含む）※現在午前２件、午後

２件の１日４件訪問させていただいております。

※要支援・要介護の認定を受けている方、中標津

町内にお住いの障害児者の方が対象となりま

す。



7

受賞された皆様、
誠におめでとう
　ございました

調査広報事業……社協を住民に理解してもらうための
　　　　　　　　活動
　〇社協広報（社協だより）・・869,299円
　〇ふれあいまつり・・200,000円

地域福祉事業……地域福祉への関心や意識の向上
　〇地域福祉講演会・・100,000円
　〇在宅介護を行っている方むけの講座・・70,000円

ボランティア事業
　〇町内登録ボランティア活動者のための輪転機
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・・110,000円
　〇ボランティアに関する講座の開催や活動支援
　　・ボランティア交流会・・20,000円
　　・ちょっと体験ボランティア講座・・50,000円

助成事業……中標津町の地域福祉活動を進めるために
　　　　　　（総額1,200,000円）
　〇ふれあいいきいきサロンの支援・1団体30,000円
　〇福祉団体や社会福祉活動への助成
　　・特別助成金
　　　中標津町民生委員児童委員協議会・400,000円
　　　中標津町障害児者連絡協議会・・287,000円
　　　中標津町老人クラブ連合会・・270,000円
　　　中標津町全町内会連合会・・90,000円
　　・一般助成金
　　　中標津保健所管内精神障害者を支える会
　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　63,000円
　　　子供の成長をみまもる会・・90,000円
　〇町内会福祉活動への助成・・1町内会30,000円　
　　　　　　　　　　　　 　　平成30年2月28日現在

平成29年度、皆様からお寄せいただいた募金は…

　　　4,023,160円（前年度4,328,299円）となりました。

　平成29年度における募金の使いみちは主に下記のとおりとなっております。

中標津町社会福祉協議会

受賞された皆様、
誠におめでとう
　ございました

平成29年度

会長顕彰受賞者への

表彰状を

贈呈いたしました
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海　上　美　和　様　　竹　村　　　昇　様　　熊　谷　芳　子　様　　小納谷　一　恵　様
山　崎　秀　雄　様　　吉　田　タ　ケ　様　　加　藤　富　子　様　　渡　辺　美保子　様
石　井　晶　恵　様　　山　本　時　子　様　　村　上　恵　子　様　　清　野　百合子　様　　
志　賀　正　男　様　　美　馬　英　子　様　　島　部　政　敏　様　　大　山　央　子　様
天　口　信　子　様　　須　田　フサ子　様　　渡　部　陽　子　様　　矢　萩　義　江　様
鳥　飼　節　子　様　　足　立　久　子　様
㈲オオイハートフルホール　様　　セブンイレブン中標津桜ヶ丘店　様
中標津ライオンズクラブ　様　　住友生命中標津中央支部　様
中標津訪問看護ステーション　様　　公明党中標津支部　様
㈱小野自動車商会　様　　中標津脳神経外科　様　　中標津消防団第1分団　様
わんにゃん一家　様　　南泉町内会　様　　ひまわり薬局　様　　㈲アクロス　様
中標津むつみ老人クラブ　様　　中標津白樺町内会寿クラブ　様　　天徳寺　様

平成30年2月28日分まで掲載

香典返しにかえて

篤志寄付

リングプル・使用済み切手・書き損じハガキ・テレフォンカード・ベルマーク

収集ボランティアにご協力感謝いたします収集ボランティアにご協力感謝いたします

中標津町社会福祉協議会は２月３日（土）４日（日）開催された、第43回なかしべつ冬まつりに社協キャラ

クターである「ほっとちゃん」の雪像を制作し参加しました。

★お知らせ★

遠　藤　利　一　様　　久　保　勝　幸　様　　由　本　美千代　様　　殿　守　政　枝　様
竹　村　絵　里　様　　弓　場　義　雄　様　　藤　田　美　子　様　　小　川　健　三　様
佐　藤　　　哲　様　　宿　野　一　男　様　　土井川　友　子　様　　石　井　由紀子　様
伊　藤　正　義　様　　山　本　美千子　様　　村　井　澄　子　様　　國　分　知　貴　様　
高　橋　文　武　様　　伊　藤　眞　一　様　　酒　井　みゆき　様　　中　谷　博　幸　様
原　田　　　昇　様　　斎　藤　興　證　様　　伊　藤　春　子　様　　多　賀　道　憲　様
森　山　正　明　様　　吉　田　進　一　様　　瀧ヶ平　あかね　様　　小納谷　義　昭　様
小　松　英　治　様　　松　村　濱　恵　様　　鈴　木　美和子　様　　林　　　信　子　様
酒　井　康　子　様　　荒　川　喜美子　様　　菅　原　悦　子　様　　近　藤　　　豊　様
久　本　美枝子　様　　矢　部　要　子　様

株式会社　藤総合　様　　上　原　芳　昭　様　　中標津ロータリークラブ様
中標津しらかば学園自治会　様

平成30年2月28日分まで掲載

　中標津町社会福祉協議会では

年 4回（４月･７月・10月･１月）

社協だよりを発行しています。

ホームページは下記ＵＲＬまで

アクセスしてどうぞご覧下さい。

ht tp : //www.p la t .o r . jp

今号の二枚今号の二枚


